
⽊曽林務課だより

令和元年7月31日、梅雨明けの猛暑に負けず、王滝村に木曽管内の小中学
校のみどりの少年団10団、90名が集まりました。
活動発表は大桑小、南木曽小、日義中、木祖中の生徒たちが、写真を使っ

たり、コカリナ演奏をしたり、それぞれ工夫をこらしながら、普段のさまざ
まな活動について説明してくれました。
活動発表のあと、１０班に分かれて、名札作り、クイズラリーや、木曽五

木のえんぴつ⽴て作りを⾏いました。
200ｇの重さに丸太を切る問題では、小中学生が⼒を合わせて２００ｇを

ピッタリ切りあてると、みんな大喜び！盛り上がりました。
また、木曽五木のえんぴつ⽴ては一人１個ずつ、木のプレートやスパン

コールを模様にして、世界に一つしかないオリジナルのものができました。
当日は朝から暑く、全てドーム内での交流となりましたが、他の学校のお

友達とも仲良く話している姿がみられ、夏休みの楽しい思い出になってくれ
たのではとスタッフ一同嬉しい限りでした。

いきなり木曽町でも過去最高の猛暑日になっていますが、水分補給に気をつけて、
この夏を乗り切りましょう☺

今回は、先日⾏われた木曽地区みどりの少年団交流集会についてお伝えします。

⽊曽地区みどりの少年団交流集会が開催されました！
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大きな声での活
動発表!!

会場の王滝村
松原スポーツ公園に集合

200gで切れ
るかな？

午後は
木曽五木のえん
ぴつ⽴て作り


